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鎌倉女子大学初等部

初等部だより ３月号 平成２６年３月３日

第 １３ 号

梅の花から桃の花へ
桃の花から桜の花へ！

部長 松 本 安 博

梅の花から桃の花へ、桃の花から桜の花へ
と季節は移り変わろうとしていますが、まだ
まだ寒い日が続いています。ご家庭でも健康
管理には十分ご留意ください。

さて、第５８回卒業証書授与式の日まで残
すところあとわずかとなりました。今年は、
８６名が３月１４日（金）に初等部を巣立ち
ます。
先週から卒業式の練習も始まり、卒業座禅

や卒業記念講演など、卒業関係の行事を迎え
るごとに、６年生との思い出がよみがえって
きます。私が廊下や階段で「元気でやってま
すか。」と声をかけると、いつも明るい返事
を返してくれます。そして、今も１年生の教
室を訪ね、遊び時間をともにする下級生思い
の６年生がいます。また、松本講堂の耐震補
強工事のため、場所を鎌倉芸術館に移して開
催された「音楽会」では、下級生から「さす
がは６年生。６年生にはかなわない。」と、
評されるすばらしい歌と演奏を披露してくれ
ました。委員会活動や縦割り活動、クラブ活
動でも最高学年の自覚をもって、創造的に活
躍する６年生でした。
私は、そんな６年生に初等部生活の集大成

である卒業式の日に、期待していることがあ
ります。
１つは、学級担任の呼名に爽やかな返事を

リニューアルされた松本講堂いっぱいに響き
渡らせてくれることです。雨降る日も、風吹
く日も志をもって通い、友と過ごした日々を
思い起こしながら、そして、共に卒業するこ
との喜びを声にしてほしいと思います。
もう１つは、６年生の愛称「すばる」の気

持ちを込めた歌声を聞かせてくれることで
す。卒業式では、国歌や校歌、「仰げば尊し」、
「旅立ち」など、たくさんの式歌を歌います。
私は、これらの歌が一人ひとりの夢や希望、
思い出が渦を巻き、未来に向けた美しいハー

モニーになることを期待しています。その６
年生の凜とした姿は、きっと在校生に「豊か
な心」と「確かな学力」、「健やかな身体」を
身に付けた品位ある初等部生像を残していっ
てくれるものと思います。
人は、離れて初めて分かることがあります。

後になって分かってくることもあります。６
年生も初等部から離れて、後になって初めて
分かることがたくさんあると思います。私は、
それが肯定的なものであっても，そうでない
ものであっても、個々の成長にとってとても
大切なものであると思います。
私は、そんな思いをもちながら、先週も６

年生に「人には、だれにも必ずや良いところ
があります。良い心があります。そのことを
決して見失ったり、見逃したりすることのな
いようにしましょう。そして、そのためには、
これからも自分を見つめる力や態度を大切に
していきなさい。」と、伝えました。
私は、６年生の一人ひとりが初等部での学

びを再生させ、かけがえのない自分づくりを
これからも続けていくことを願ってやみませ
ん。

「初等部生は、私たち職員の鏡」です。私
たち職員も常に建学の精神のもと、「豊かな
心と確かな指導力、健やかな身体を身に付け
た品位ある職員」であることを目指し、自己
研鑽・自己修養に努めて参りたいと思いま
す。
最後になりましたが、初等部評価「授業ア

ンケート」のご協力、ありがとうございまし
た。


